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３学期スタート号 

 

二
○
二
六
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
か
れ
と
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。  

 

三
学
期
は
、
令
和
八
年
度
に
つ
な
げ
る
大
切
な
三
ヶ
月
で
す
。
新
た
な
学
年
や
中
学
校
入
学
に
向
け
て
、
基
礎
基
本
と
な

る
学
力
を
確
実
に
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
以
上
に
周
り
の
人
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
新
た
な
役
割
や
物
事
に
挑
戦

し
、
自
分
の
成
長
を
実
感
し
な
が
ら
、
心
が
大
き
く
育
つ
よ
う
に
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
校
の
六
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は
、
地
域
や
保
護
者
の
方
か
ら
、
「
働
く
こ
と
の
意
味
」
や

「
様
々
な
仕
事
」
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
く
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
将
来
や
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
、
自
分

の
視
野
を
広
げ
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
一
環
と
し
て
、
重
視
し
て
い
る
取
組
で
す
。
二
学
期
に
は
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

垣
村

宏
明
様
が
、
お
話
の
中
で
子
ど
も
達
に
「
勉
強
は
可
能
性
の
扉
。
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
自
分
の
世
界
が
広
が
り
、
可
能
性
の

扉
が
増
え
て
い
く
。
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
垣
村
さ
ん
の
素
敵
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
六
年
生

の
児
童
が
「
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
し
な
が
ら
聴
い
て
い
た
よ
う
に
、
子
ど
も
達
に
「
な
ぜ
、
勉
強
す
る
の
か
」
、
学
ぶ
こ
と

の
意
義
を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
、
最
近
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
流
れ
て
き
た
「
た
っ
た
一
杯
の
水
か
ら
見
え
て
く
る
、
学

ぶ
こ
と
の
意
味
」
と
い
う
記
事
で
し
た
。
（
様
々
な
記
事
が
あ
り
ま
す
が
、
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
な
内
容
に
な
り
ま
す
。
） 

 

 

「
算
数
を
学
べ
ば
こ
の
中
に
二
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
あ
る
と
数
字
で
“
見
え
る
”
よ
う
に
な
り
、
理
科
を
学
べ
ば
、

こ
の
水
は
水
素
と
酸
素
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
社
会
を
学
べ
ば
こ
の
水
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
そ
し
て
世
界
に

は
こ
の
き
れ
い
な
水
を
飲
む
こ
と
が
で
き
な
い
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
知
る
。
保
健
体
育
を
学
べ
ば
、
こ
の
水
が
体
に
ど
れ
だ

け
大
切
な
の
か
健
康
を
支
え
る
命
の
正
体
が
見
え
て
く
る
し
、
道
徳
を
学
べ
ば
こ
の
水
を
誰
か
と
分
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

学
べ
る
。
そ
し
て
、
国
語
を
学
べ
ば
、
今
の
文
章
の
“
全
部
の
意
味
”
を
“
正
し
く
”
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
で
も
も

し
、
何
も
学
ば
な
か
っ
た
ら
こ
の
コ
ッ
プ
の
中
に
あ
る
の
は
「
た
だ
の
水
」
で
終
わ
る
。
だ
か
ら
勉
強
す
る
。
こ
の
世
界
を
た

だ
見
て
い
る
だ
け
の
人
生
で
終
わ
ら
せ
な
い
為
に･･･

」 

 

小
学
校
で
の
「
学
び
」
は
、
子
ど
も
達
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
豊
か
に
生
き
て
い
く
た
め
の
土
台
と
な
る
知
識
を
身
に
付

け
、
「
自
ら
考
え
る
力
」
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
、
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
記
事
で
し
た
。 

 

本
来
、
子
ど
も
は
は
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
「
知
り
た
い
」
「
や
っ
て
み
た
い
」

と
、
そ
れ
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
も
の
で
す
。
そ
し
て
自
分
で
考
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
「
で
き
た
」
「
わ
か
っ
た
」
と
感
じ

た
り
、｢

す
ご
い
ね
。｣

と
褒
め
て
も
ら
っ
た
り
「
自
分
の
成
長
」
や
「
学
ぶ
楽
し
さ
」
を
実
感
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
意
欲

を
高
め
、
ど
ん
ど
ん
知
識
を
吸
収
し
成
長
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
や
保
護
者
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ

き
な
が
ら
、
学
校
が
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
「
学
ぶ
楽
し
さ
」
を
味
わ
い
、
「
学
ぶ
こ
と
の
意
義
」
を
理
解
し
な
が
ら
、
一

人
一
人
が
成
長
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
「
学
校
で
の
学
び
の
在
り
方
」
を
工
夫
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

地
域
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
「
そ
の
二
っ
こ
」
の
豊
か
な
成
長
の
た
め
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ４年生は、総合的な学習の時間に福祉をテーマに学んでいます。１２月には、点字サークルの

方 に々来ていただき、点字について教えていただきました。実際に、目の不自由な方からお話を聞

いたり質問をしたりすることもでき、理解がより一層深まりました。また、自分の名前を点字で打

つことも経験しました。子ども達は、日常生活の中でも困っている方に声をかけたり、必要なサ

ポートができるようにしたりしていきたいという思いを高めることができました。相手の立場に

なって考え、行動を起こす「心のバリアフリー」の大切さを学ぶ貴重な機会となりました。 

 ２年生は、算数の学習で九九を覚える取組を進めました。今回、学校運営協議会や地域の皆様にご協

力いただき、３日間、中間休みに子ども達の九九を聞いていただきました。 

 「聞いてもらえるうれしさ」「合格したいという意欲」がぐんと高まり、休み時間になると次々に挑

戦しました。合格すると「よくがんばったね！」とほめてもらえることがうれしくて、いろいろな段の

九九を何度も唱える姿が見られました。 

 地域の皆様の温かい励ましのおかげで、子ども達のやる気がさらにアップしました。ご協力いただ

き、本当にありがとうございました。 

 11月７日(金)から12月10日(水）までの人権月間で、全校で取り組んだハートフラワーの活動や

各学級・学年でめあてを立て、取り組んだ成果を人権まとめ集会で発表をしました。これまで自

分では気付かなかった自分の良さを知ったり、友達の頑張りに目を向けることで改めて友達の良

さを感じたりすることができました。6年生からは、この人権月間で「行動する勇気」「言葉の

力」「１人１人の違いを認める」ことの大切さについて発表がありました。 

園部第二小学校 

 ホームページ↑ 

           人 権 ま と め 集 会  



２ ・ ３ 月 の 主 な 行 事 予 定  

 ２月 
  

 ２日（月） 児童委員会 

 ４日（水） 令和８年度入学児童説明会（体験入学）9:00 

       2・5年 入学予定児童との交流会 

 ６日（金） ＊PTA会計監査 18:30 

       ＊PTA本部役員会 19:30 

１２日（木） 児童集会 

１３日（金） ＊PTA運営委員会 19:00 

２０日（金） ６年生を送る会 

２６日（木） 児童代表委員会 

２７日（金） ＊PTA会計引継ぎ 

       ＊PTA本部役員引継会議       

  

３月 
  

 ２日（月） 委員会活動 

 ４日（水） 計算大会 

 ５日（木） 漢字大会 

 ６日（金） 短縮校時 開始（予定）       

１１日（水） 地域児童会 

１８日（水） 給食最終日 

２３日（月） 令和７年度卒業証書授与式 

２４日（火） 令和７年度修了式 
 

 今後、計画を変更する場合もあります。ご了承ください。 

令 和 ８ 年  １ 月 の 行 事 予 定  

表彰者を紹介します 

国土緑化運動・育樹運動ポスター原画 
コンクール 
 

  国土緑化推進機構理事長賞 
    

第55回 京都新聞 
「お話を絵にする」コンクール 
 

  入  選 
    
    
  佳  作 
    
 
 
 

  おいしいで賞 
    
 
  ドリーム賞 
    
 
  情報センター賞 
    
   
  食べてみたいで賞 
    
 

  おいしいで賞 
    
  
  アイデア賞 
    
 
JA共済 京都府小・中学生 
書道コンクール 
 

【条幅の部】 
 

  佳 作     

 
 
    
 
 

 

 ７日（水） 第３学期始業式（12:00下校） 

 ８日（木） 短縮４校時授業（12:00下校） 

 ９日（金） 通常校時・給食開始 

       ６年 こころの劇場ミュージカル 

                   ※６年お弁当 

１３日（火） 生活リズムチェック 開始（～19日まで） 

１５日（木） ＰＴＡ親子人権学習3年 

１６日（金） ＊PTA本部役員選出会議（4・5年会員）19:00 

       ＊ＰＴＡ「活動報告」「精算伝票」提出期日 

１９日（月） 児童委員会 

２１日（水） 書き初め展（～２３日まで） 

２２日（木） 児童集会 

２３日（金） 授業参観日（１・２校時） 

       ＰＴＡ和太鼓サークル「小山太鼓」演奏会（中間休み） 

       ＊小山東町 ＰＴＡ地域ブロック会議   19:30 

２６日（月） ３年 消防署見学 

２７日（火） ６年 茶の湯体験 

       １年 昔の遊び 

２９日（木） 児童代表委員会 

３０日（金） ４年 伝統音楽鑑賞「お琴」 
 

  
下校時刻については、「下校時刻表」をご覧ください。 

命 の 学 習  

 ６年生は「命の学習」として、学校医の高屋和志先生からＢＬＳ（一時救命処置）について教え

ていただきました。授業では、もし人が倒れていたら自分にできることは何かを考え、まず「声を

かける」「１１９番通報する」という基本を学びました。さらに、心肺蘇生の方法やＡＥＤの使い

方についても、実際に体験しながら学びました。 

 子ども達は、「自分にもできることがある」という気づきを得て、真剣な表情で取り組んでいま

した。命を守るための知識と技術を身に付けることは、これからの生活においてとても大切なこと

です。 

 貴重な学びの機会をありがとうございました。 


